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どんな人でも幸せになれるように
長野・海沼　佐和
「罪を犯した人」、また「罪を犯した人の家族」に対して、私たちはどんな気持ちでいるのでしょうか。声には出しませんが、「怖い」、「関わりたくない」と思っている人がいると思います。最近では、罪を犯した人の更生を支えるために活動するという人が増えてきています。ですがその思いが届かず、犯罪を繰り返してしまうという場合も多いようです。
　私たちにもできる更生を支えられる活動や気持ちの変化になるようなことは、ないのでしょうか。
　その一つに、「犯罪を犯してしまった人を偏見の目で見るのではなく、一人の人間としての良さを見つける」、ということができると思います。そんなことできるわけないと思う人がいると思います。ですが私は、この経験をしたことがあります。

　私が通っている旭町中学校には、全国でこの場所しかない、少年刑務所内の分校があります。この分校では、全国の受刑者から、「もう一度学びたい」という熱意を持って人が選ばれ、毎年、数人が入学しています。一年間で、三年間分の勉強をするそうなので、私は、本当にすごいんだな、と思いました。
　この分校と一年に一回、合唱で交流する機会があります。この交流会は、有志の生徒で参加することになっていて、私は、参加して分校生の方のことを知りたいと思い、迷わず参加しました。

　交流会当日、私はどんな人が来るのか楽しみな気持ちがあるのと同時に、犯罪を犯した人という少しの怖さがありました。こんなことを思っていると、分校生の方がやってきました。優しそうな男の人が二人きました。そのとき自分の考えていた罪を犯した人のイメージが変わったような気がしました。会ったこともないのに勝手に「怖い」などと感じていた自分が情けないと思いました。
　合唱の発表が始まると本当に美しい歌声で歌われる分校生の方に感動しました。また私たちの合唱を涙を流しながらきいてくださいました。歌っていてこんなにうれしくなるのは、今回がはじめてでした。

　私は、この経験から罪を犯してしまった自分をもう一度、学ぶことで変えようとしてくれていること、合唱に真剣に取り組んで、真剣にきいてくださった、という良さを見つけることができました。

　たくさんの人にも互いの心が温まるような、考えが変わるようなこのような経験をしてほしいですが、まだまだ難しいです。今の世の中は、「罪を犯した人が更生できるようにしよう」、としていますが、自分とは関係がない、自分がやらなくても誰かがやってくれるだろう、といった人任せな所がとても多いです。確かに罪を犯すということは、絶対にしてはいけないことです。ですが、その人の性格や今までの人生を否定してしまうことは、良くないと思います。だから一人の人間、という見方をして､全ての人が向き合っていかなければならないと思います。
　そのために私たちの学校のように交流をしたり、実際に会って話したり、就職できるように支え、また就職を歓迎するなどできることはあるはずです。再犯率が高いのは、できることができていないからだと思います。
　罪を犯した人を偏見でさけるのではなく、認めあうことが大切です。どんな人でも幸せになる権利があります。全ての人が、幸せを得られるように様々な人が、関わりあい、協力しあっていくことが必要だと思います。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第６９回“社会を明るくする運動”作文コンテスト








